
長泉麗峰山の会・山行報告書                      文・写真 後藤 

山行番．  NO.2119 

日 時  2026 年 05 月 09 日（土）晴・上部強風 

山 域  富士山・宝永山（御殿場分岐・約 2710ｍ） 

コース  長泉 6:30-須山口発 7:35-幕岩-三辻-御殿庭上 9:56-2352ｍ峰 10:40-宝永山分岐 11:05- 

           宝永山・御殿場分岐 12:15-二ッ塚・上塚コル 13:15-四辻下（昼食）-登山口 14:36  

標高差   須山口約 1360ｍ～宝永山・御殿場分岐約 2710ｍ＝約 1350ｍ 

難易度  非常に困難  困難  レやや困難  普通  やや易しい  易しい 

長く厳しい宝永山周回          
参加者  後藤、村山俊一（静岡安倍っ子山の会）＝2 名 

 

幕岩下部は新緑が見事 

 M 氏と須山登山口 7:30 に待ち合わせ。M 氏は下道で 2H 掛かったという。氏と久しぶりの

山行だが、調子を聞くと「今日はリハビリ登山」という。 

訳を聞いたら連休中「カキ食中毒」で一週間寝込んだという。う～ん、それは気の毒。

私も以前、新穂高で食中毒になったが、あれは辛い。 

 

 
須山登山口                 小天狗塚から富士山 

 

 そんなことで行ける所まで行こうと、ブラブラ出発。お山は新緑が眩しかった。登山道

には、バイケイソウが伸びていた。他の登山者は居なかった。 

 幕岩～三辻～御殿庭下～御殿庭上と順調に進む。天気は快晴。残雪が光っていた。山岳

スキーが話題になった。今日は、気温がやや低いので、スキーは厳しそう。富士山のスキ

ーは、四つの条件が必要だ。１．快晴（視界良好）２．無風 ３．霧なし ４．高温（快

晴でも低温は雪が硬くダメ）  

 御殿庭上で水ヶ塚ら来た 1 名に会ったが、そのまま下って行った。第三火口で、ランナ

ーが１名下って来た。ズックがボロボロだった。第二火口淵から 2352ｍ峰に達した。五合

目分岐まで行けば、一応、今日目標の「標高差 1000ｍ」だ。 



 

第二火口淵に立つ 

 
2352ｍ                 五合目分岐上 

 

結局、宝永山を目指す 

 しかし、天気が良く時間が早いので、宝永山分岐まで上る。時間は、11 時だった。この

先どうするか相談したが、「時間も遅くない、好天で体調も悪くない」で、結局、久しぶり

に宝永山を目指す。 

 第一火口最低部まで下る。左上で落石が砂煙を上げ「ゴロゴロ・ガラガラ」転がる。登

山道まで転げて来るのではないかと思ってしまう。宝永山のグズグズの砂礫を上る。ここ



が一番の難所だった。 

 上から早くも何人か下って来る。ただ、この人たちは、五合目からの往復者。早い訳で

ある。空気が薄くなり「パクパク・ゼーゼー・ハーハー」ようやく御殿場ルート分岐に着

いた。久しぶりの宝永山だった。 

 

 
第一火口                  宝永山上り 

 

 
御殿場分岐                 宝永山俯瞰 

 

 
御殿場二合目からの若い衆          残雪の宝永山 



豪快な無木立の標高差 1000ｍ下り 

 ようやく、これで上りは終わった。風が強く寒いのですぐ下る。直下は残雪があったの

で、少し巻いて宝永山東斜面に入った。東面は、程よく湿りサクサクと気持ち良い。 

目を転じると、御殿場口を若い衆が 2 名上って来た。この時期、ここを上るのは稀有で

ある。 

 我々は、須山口から来たと、「ヤァヤァヤァ」で健闘をたたえ合った。そこで標高差が話

題になった。結果、御殿場口＝標高差約 1270ｍ、須山口＝1350ｍ。須山口がやや多かった。

しかも、御殿場口は、大斜面砂礫で単調だが、須山口は、森林帯、三つの火口、稜線と変

化に富んでいる。今度は、須山口をお勧めした。 

 

 
眼下に二ッ塚を見て、月面の様な異世界の下降 

 

 宝永山の大斜面を下る。無木立の標高差 1000ｍの下山は、恐らく日本中、他に類を見な

い。大昔、宝永山から御殿場・青年の家までスキー滑降をしたことがあるが、標高差＝約

2000ｍは、同じ様に経験のない標高差だった。 

 いささかウンザリするころ、ようやく上塚コルを通過し、四辻下で遅い昼食にした。今

回、この周回が出来たのは、程よく気温が低かったからだろう。気温が上がる今後は、な

かなか難しい。 

 幕岩を経由して、サクサク下る。途中、早くも「ヤマシャクヤク」が開花寸前だった。

お山は、もう夏であった。                       （了） 


